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 We examined the adhesion, painting and abrasion of eight wood species imported
from U. S. S. R. The tested species were dahurian larch, Scots pine, Korean
pine, yamanarashi, shinanoki, mire and tamo. The used adhesives were UF, PF,
RF, and PVAc. The used paints were nitrocellulose-lacquer, polyurethane,
aminoalkyde and polyester. The results of the tests show that they do not have
any peculiar properties, and that they can be used in the same way as domestic
wood species.

　ソ連材8樹種の接着性，塗装性，摩耗性について調べた。供試樹種はグイマツ，ヨーロッパア
カマツ，チョウセンゴヨウ，ヤマナラシ，シナノキ，カバノキ，ハルニレ，ヤチダモである。使
用した接着剤はユリア樹脂，フェノール樹脂，レゾルシノール樹脂，酢酸ビニル樹脂エマルジョン
である。また塗料として使用したのはニトロセルローズラッカー，ポリウレタン，アミノアルキッ
ド，ポリエステルである。試験の結果はいずれの樹種にも特異的な性質は認められず，国内産の
樹種と同じような使い方で使用できることが分かった。

　1．はじめに

　良質な国産材の減少に伴い，外材の輸入が増加して

いる。輸入材のなかでもソ連材は，道産材の樹種と共

通するものが多く，家具材あるいは建築材などとして

今後広く用いられると考えられる。そこで，これらの

材質や加工特性を把握し，将来の用途拡大に資する目

的で接着性，塗装性，摩耗性の検討を行った。

　なお，本報告の大要は日本木材学会北海道支部研究

発表会（昭和57年11月，旭川市）で報告した。

　広葉樹としてヤチダモ，ハルニレ，カバノキ，シナ

ノキ，ヤマナラシの5樹種を，針葉樹としてチョウセ

ンゴヨウ，グイマツ，ヨーロッパアカマツの3樹種を

それぞれ選定し，製材後，含水率を11％に調整して供

試した。また，比較のために道産のエゾマツについて

も検討した。

　2．2 接着方法

　接着剤として酢酸ビニル樹脂エマルジョン，濃縮型

ユリア樹脂，アルコール溶性フェノール樹脂，レゾル

シノール樹脂の4種類を選定し，必要に応じて硬化剤

などを常法に従って配合し，供試した。

　接着は，まずプレーナ仕上げを行った2×11×53cm
2．試験方法

2．1　供試材
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の挽き板に，上記接着剤を一接着層あたり330g／m2

の割合で両面に塗布した。次いで，10分の堆積時間の

経過後，5枚合わせにしてネジクランプで12kg／cm2

の圧力で24時間圧締した。圧締温度は室温（23～28℃）

としたが，フェノール樹脂使用のものは40℃，70％ R

Hの温湿度下で圧締した。

　2，3　接着性能試験

　接着後1週間放置し，常態及び促進劣化処理後の接

着性能を測定した。

　常態の接着性能としては，圧縮せん断試験を集成材

のJASに規定する方法に成って行い，せん断接着強さ

と木破率を測定した。

　促進劣化処理後の接着性能の測定として，はく離試

験と圧縮せん断試験を行った。はく離試験は集成材の

JASの方法に従って行ったが，浸せきはく離試験は酢

ビエマルジョンとユリア樹脂を使用したものに適用し，

煮沸はく離試験はフェノール樹脂とレゾルシノール樹

脂を使用したものに適用した。圧縮せん断試験はJIS

K　6852の方法に従い，種々の温度の水に浸せきした

後のせん断接着強さと木破率を測定した。30℃の水浸

せきば酢ビエマルジョン使用のものに、60℃温水浸せ

きはユリア樹脂使用のものに，煮沸くり返しはフェノ

ール樹脂使用のものに，連続煮沸はレゾルシノール樹

脂使用のものにそれぞれ適用した。

　2．4　塗装方法

　塗料としてニトロセルローズラッカー，無黄変型ポ

リウレタン樹脂，アミノアルキッド樹脂，ポリエステ

ル樹脂の4種類を供試した。

　厚さ1cmx幅10cmx長さ35cmの柾目板をプレーナ

で仕上げた後，木表側をサンドペーパ#240で研削し，

塗装した。塗装にはスプレーを使用し，80～100g／m2

の量を塗布した。

　ラッカー塗装は，ウッドシーラーによる下塗り，サ

ンディングシーラーによる中塗り，クリヤーによる上

塗りを各1回ずつ行い，ポリシングコンパウンドとワ

ックスで磨き最終仕上げとした。ポリウレタン塗装と

アミノアルキッド塗装はサンディングシーラーによる

下塗りを2回，クリヤーによる上塗りを1回とした。
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ポリエステル塗装はクリヤーによる1回塗りとしたが，

ヤチダモとハルニレについては2回塗りとし，ラッカ

ー塗装と同様の磨き仕上げを行った。

　2．5　塗膜物性の測定

　促進劣化処理を行い，処理前後の塗膜物性を測定し

た。促進劣化処理としては，ウェザーメータによる耐

候処理，寒熱くり返し処理，屋外暴露の3種類を用い

た。ウェザーメータでの処理時間は216時間とし，運

転時間120分につき12分の割合で水の噴霧を行った。

寒熱くり返し処理は，23℃，90％RHに24時間放置後，

－20℃に5時間放置し，引き続き60℃で19時間乾燥す

る操作を1サイクルとして，30サイクルをくり返す処

理とした。屋外暴露は当場庁舎屋上で正南面45°の角

度で，秋から1年間放置した。

　塗膜物性としては，付着力，硬さ，割れ，光変色，

光沢を測定した。

　付着力は平面引張り法で測定した。すなわち，塗面

に2×2cmの切り込みを入れ，あらかじめエポキシ樹

脂で塗装面と接着しておいた金属ブロックを，600kg/

minの荷重速度で垂直に引張り，破壊時の荷重を測定

した。

　硬さの測定は鉛筆引かき法によった。すなわち6B

～9Hの鉛筆を用い45°の角度で1kg荷重下に塗面

を引かくときの，傷のついた鉛筆の硬さを読んだ。

　割れは，塗面の中心に10mm角のます目を60個刻ん

だ透明板をのせ，割れのかかっているます目の数を読ん

で，読みとった総数に対する百分率で表した。

　光変色度は，測色色差計で経時ごとに求めた測色値

について，劣化処理前の値を基準として次式より算出

した。

　光沢は光沢度計で測定し，60°鏡面光沢度で表した。

　2．6　塗膜硬化時間の測定

　前記の4種類の塗料について，その上塗り塗料のみ

を供式材に刷毛で塗布し，塗面を経時ごとに指触して

3段階の乾燥時間を感覚的に読みとった。すなわち，

指触しても塗料が付着しなくなったときを指触乾燥，

塗面を軽くこすっても跡がつかなくなったときを半硬
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化乾燥，塗面を強く押してもへこまず塗膜の動きも感

じられなくなった時を硬化乾燥とし，塗布直後からの

経過時間をそれぞれ測定した。

　2．7　摩耗の測定

　JIS A 1453に準じて測定した。すなわち，テーバ

ー型摩耗試験機を使用し，500gの荷重下に研摩紙 S－

33で研摩して，100回転ごとに試験片の重量及び摩耗

こん跡の直径と厚さを測定した。試験片の大きさは5

×100×100mmとし，柾目と板目の各3枚を供試した。

摩耗こん跡の直径と厚さの測定は，試験片の繊維方向

に直角な方向と平行な方向の両方向で行った。測定は

すべて20℃，65％ RHの温湿度下で行った。

　厚さ摩耗量は厚さ法と重量法にわけて表示した。前

者は厚さ計による測定値であり、後者は重量と比重，

摩耗面積から計算した摩耗深さである。

　3．試験結果及び考察

　3．1　接着性能

　常態の圧縮せん断接着強さを第1表に示す。木破率

をみると100％ないしこれに近いものが多く，初期接

着性能は良好であることが分かる。ただ，ヤチダモと

ハルニレについてはフェノール樹脂で接着したものの

木破率か非常さと低く，JISの適合規準である40％を大

幅に下回っている。このような低い値を示した理由と

して，これらの試験片の破壊面は欠膠状態を呈し，供

試材面には径の大きな道管か存在することから，フェ

ノール樹脂使用の場合には圧締放置温度が40℃のため

に糊液粘度が低下し，塗布接着剤の材内部への浸透が

大きかったことが考えられる。このような材では塗布

量を多めにすることが必要であろう。

　せん断強さについてはいずれも規格の適合基準を上

回っている。
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　第2表は水浸せき処理後の圧縮せん断接着強さを示

す。温水浸せきのユリア樹脂と連続煮沸のレゾルシノ

ール樹脂ではどの樹種とも木破率が極めて高く，耐水

接着力の良好なことが分かる。フェノール樹脂の場合

でもヤチダモとハルニレを除くと接着力は良好である。

酢ビエマルジョン使用のものは，30℃の水に3時間浸

せきという温和な処理にもかかわらず，木破率がいず

れも非常に低い。表には比較のために同時に行った道

産エゾマツの数値も載せてあるが，これでも同じよう

な結果が得られている。酢ビエマルジョン使用のもの

が悪い結果を示す理由は接着剤自身の性質に起因する

と思われる。すなわち，この接着剤は分散媒体の水の

揮散のみで接着力を発現する線状ポリマーであるが，

これ以外の3種類の接着剤は化学反応により硬化して

強固な網状構造をとる。

　ユリア樹脂とレゾルシノール樹脂のせん断強さを比

較すると，後者は前者に比べて2割程度低い。木破率

は100％に近いので，この差は熱水浸せきにより材が

加水分解などの劣化をうけた結果と考えられる。

　第3表ははく離試験の結果であるが，これまでの圧

縮せん断接着強さとほぼ同様の結果になっている。レ

ゾルシノール樹脂を使用したものはいずれもはく離が

全くなく，第1表の常態のせん断強さの結果と合わせ

てみると，接着力についてはJASの構造用集成材の規

準を満たしている。またフェノール樹脂を使用したも

のもヤチダモとハルニレを除いて同様のことが言える。

ユリア樹脂を使用した場合には樹脂によっては造作用

集成材の基準に適合しない結果も得られているが，こ
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れらについては塗布量を多くすることで適合規準を満

たすことも予想される。

　3．2　塗装性能

　第4表には針広各1樹種の塗膜硬化時間を供試塗料

別に示してある。ラッカーの硬化が早く，ポリエステ

ルの硬化の遅い傾向が認められる。他の樹種でもほぼ

これに近い結果であった。ラッカーが早いのは溶媒の

みの揮散で硬化する塗料であることによろう。ポリエ

ステルについては木材の抽出成分が硬化阻害因子とな

る場合のあることが知られているが，供試樹種ではこ

のようなものは認められなかった。

　塗装時の作業性についてはいずれの樹種ともスプレ

ー時の塗料の吸い込みむらは認められず，塗膜も平滑

であり，問題はないと判断された。

　第5表はウェザーメータ処理前後の塗膜付着力を，

樹種別にポリウレタン塗装材について示したものであ

る。劣化処理により付着力はいずれもほぼ半分に低下

している。この低下の原因としては，塗膜に接する木

材表面の光劣化，吸脱湿に伴う塗膜と木材の膨縮率の
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差などが考えられる。

　第6表には劣化処理前後のアカマツ塗装材の塗膜付

着力を示してある。寒熱くり返し処理は－20℃と60℃

の雰囲気で行ったが，表から明らかなように，この程

度の条件では劣化しないことが分かる。ウェザーメー

タ処理ではいずれも4割程度の付着力低下が認められ

る。屋外暴露ではラッカーとアミノアルキッド塗装材

は割れが著しく測定できなかったが，これ以外のもの

はウェザーメータ処理材とほぼ同じ結果となった。第

7表は第6表の塗装材の塗膜割れの値を示しているが，

屋外暴露のラッカー塗装材には5カ月経過時点で100

％の割れが認められた。ラッカー塗装材の耐候性がこ

のように低いのは，塗膜の溶剤の揮散のみで形成され

るものであり，他の塗料のように化学反応で硬化し網

状構造をとることがないことによると思われる。アカ

マツ以外の樹種でもほぼ同じような傾向が認められた。

　塗膜の硬さを知るため種々の硬さの鉛筆で荷重下に

塗膜に傷をつけたところ，塗料別ではラッカーが最も

弱く 5B程度の鉛筆で傷がついた。これに対しポリエ

ステルは9Hでも傷がつかなかった。アミノアルキッ

ドとポリウレタンはこの中間にあるが，両者の比較で

はポリウレタンがやや硬かった。このような硬さの差

は塗膜の化学構造や膜厚に起因すると思われる。第8

表には樹種別の硬さをポリウレタン塗装したものにつ

いて示した。広葉樹の方がやや硬い傾向が認められる。

また，ウェザーメータ処理後の挙動をみると傷がつき

やすくなるものと傷がつきにくくなるものが見られる

が，その程度はわずかであり，この処理条件は塗膜硬
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第1図　ポリエステル塗装材のウェザーメータ照射に伴う光変色度

さに大きな影響を与えていない。

　第1図はポリエステル塗装材のウェザーメータ照射

に伴う光変色度を示している。マヤナラシの変色が最

も大きく，ハルニレが最も小さな変色となっている。

ポリエステル塗膜白身は光変色しないので，これは素

材の光変色を示すと考えられる。供試樹種のこのよう

な光変色の傾向は同種類の道産材でも認められており
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とくに特異的なものではない。

　劣化処理に伴う光沢の変化をみるといずれ

の樹種とも，ウェザーメータ照射処理と屋外

暴露で，ラッカー塗装材の低下が著しい。光

沢の低下は材面の劣化を意味するものとされ

ており，前述の付着力低下とも合わせてみる

と，ラッカー塗膜の劣化の大きいことが分かる。

　第9表と第2図には摩耗試験の結果を示し

てある。摩耗量は厚さ及び重量とも，回転数

が多くなるに従って増加している。各樹種と

も大約100回転までの摩耗が大きく，400～

500回転の領域では若干減少の傾向がある。

そして100～300回転の領域では回転数と摩

耗量との間に直線関係が認められる。研摩紙法による

他樹種の試験結果1）でも同様の傾向が認められている。

　摩耗量が最も多いのはチョウセンゴヨウであり，次

いでヤマナラシ，グイマツ，カバノキ，ヤチダモの

順に摩耗量が少なくなっている。この傾向はほぼ比重

と反比例の関係にある。とくに柾目板では比重の高い

ほど摩耗量の減少する傾向が明瞭に認められる。
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　国産材と外材44樹種の既往の結果1）では，比重に対

して摩耗量
－

d（100～300）が双曲線的に減少する傾向

が認められており，実験式が示されている。この式に

基づいて計算した結果と本試験の結果とを比較すると，

最もよく適合するのはタモであり，10％以内の差であ

つた。ヤマナラシについては30％，チョウセンゴヨウ

については70％程度で，いずれも本試験の方が摩耗量

の多い傾向を示した。

　板目板についてはJJISの摩耗値による級区分2）を行

うと・カバノキ・ヤチダモ，グイマツがⅢ，ヤマナラ

シがⅣ，最も摩耗量の多いチョウセンゴヨウがⅤとな

る0これらの数値を国産材と比較すると，カバノキと

ヤチダモは1ランク高くなり国産材よりもやや摩耗が

大きいという結果になる。ヤマナラシとグイマツは国

産材と同程度であるが，チョウセンゴヨウは2ランク

高くなっている。本試験のチョウセンゴヨウは比重が

低いためこの影響が摩耗値にでていることが考えられ

る。

　4．まとめ

　今後・輸入量の増加が予想されるソ連産材について，

建築材・家具材などとして利用する場合の適切な用途

を見出す一助とするため，代表的樹種8種の接着性，

塗装性，摩耗性について調べた。

　その結果，接着性についてはヤチダモやハルニレの

ような道管径の大きな材では塗布量を多めにするとい

った配慮が必要であるものの，とくに特異的な現象は

認められず，使用接着剤の性能に応じた接着力を示す

ことが分かった。塗装性については塗装作業性や塗膜

硬化時間は一般的なものであり，促進劣化処理に伴う

塗膜物性の変化も，使用塗料の性能に応じた値を示し，

とくに特異的な現象は認められなかった。摩耗性につ

いては国産材にくらべて摩耗量がやや大きくなるもの

があった。

　これらのことから供試樹種を使用する場合，接着と

塗装に関しては，道産材の同樹種に対するような一般

的な手法で対処してよく，摩耗についてもほぼ同様の

対処の仕方でよいことが分かる。
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